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うららかな日差しのもと、吹く風の爽やかさが心地よく感じられ 

る季節となりました。子ども支援研究センター周辺の桜の蕾が日増 

しに膨らみ、春の訪れを告げています。 

さて、今年度も子ども支援研究センターでは、教育の情報化をは 

じめ、教育相談、不登校児童生徒支援に関わる教育支援センター 

（鈴の森教室・三雲やまゆり教室）事業、教職員研修講座、外国人児童生徒教育、教育課題研

究等、様々な事業を進めてまいりました。一年を振り返ると、皆様のご理解とご協力に支えら

れた一年であったと感じております。 

本年度は、GIGA スクール構想の実現に向けて、1 人 1 台端末の活用を本格的にスタートし

たＧＩＧＡ元年でありましたが、授業での活用のみにとどまらず、家庭への持ち帰り学習や、

オンライン授業にもご対応いただきました。先生方のご尽力により、ＩＣＴの日常的な活用に

向けて大きく踏み出した一年となりました。 

鈴の森教室、三雲やまゆり教室、いっぽ教室に通う子どもたちの支援や指導については、先

生方と共に一人ひとりの状況に応じた支援や指導を進められたことが子どもたちの成長へとつ

ながっていると感じております。 

教育課題研究ついては、長期研修員が学校のご協力をいただきながら、研究に取り組んでま

いりました。本年度は、1 人 1 台端末を活用しながら、どのように「個別最適な学び」につな

げていくのかについて検証を行い、研究集録としてまとめました。本研究を各校での教育実践

に活かしていただけたら幸いです。 

 

 

 

 今月、子ども支援研究センター内の旧レストラン跡にＧＩＧＡ_ＬＡＢが完成しました。ここ

を拠点に日常的なＩＣＴの利活用に向けた様々な取組を進めてまいります。この中には、先生

方の研修に活用いただけるスペースも設けております。本年度ＩＣＴの活用を進めていただく

中で、「こんなことをやってみたい、チャレンジしたい」という思いを持たれている先生、「活

用したいけれど、どうやったらいいの」と悩みを持たれている先生がみえたと思います。来年

度は、そんな先生方の思いに寄り添い、やりがいにつながるような研修を企画していきたいと

進めているところです。プログラミング教材等の貸出も引き続き行っていきますので、お気軽

にご利用いただけたらと思います。 

 

最後になりましたが、一年間、子ども支援研究センターの事業にご協力、

ご支援いただきまして、本当にありがとうございました。令和４年度事業

も、子どもたちの豊かな学びや成長につなげていただけるように、皆様のご

意見をもとに、事業内容の充実や改善を図ってまいりたいと思います。来年

度もよろしくお願いいたします。            （原田 青子）                    
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